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アジア女性基金公開フォーラムの記録
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UENO, Chizuko

KATO, Yoko



5

KANG, Sang-Jung
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主婦会館プラザエフ・第１会場
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主婦会館プラザエフ・第１会場
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姜尚中さん

上野千鶴子さん、加藤陽子さん



9

──提起──
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提起──

（注）「論座」──
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（注）9・11アメリカ同時多発テロ
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（注）アフガン戦争──

（注）イラク戦争──
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(注)自衛隊派遣──
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提起──
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⑥、⑦、⑧
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(注)東三省
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提起
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(注)『挑発する知』
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──パネル・ディスカッション──
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(注)朝鮮戦争
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(注)６カ国協議
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(注)コロラリー
(注) 『新ゴーマニズム宣言スペシャル　戦争論』
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(注)日朝平壌宣言
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(注)『私たちが書く憲法前文』



59

(注)親日究明法
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(注)網野史学　網野善彦;あみの・よしひこ



61

ユビキダス
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　東京大学大学院人文社会系研究科　加藤陽子

1．『戦争の日本近現代史』を書いた時の気持ち

　①　いつか来た道、二度と過ちは繰り返さない、という言葉

　②　山口定『戦争責任・戦後責任』

　③　丸谷才一『雁の便り』

2．戦争に踏み出す瞬間を支える論理を考え抜いておくことの意味

　①　開戦経緯を外交史料からみると

　②　開戦経緯と開戦そのものの間には、飛躍あり

　③　�開戦までの政治経過と、開戦そのものを支える論理との大きな

ギャップを一瞬で埋める論理や心理がある

3．為政者や国民が世界情勢と日本の関係をどう捉えてきたかを考える前提

（1）当時の外交思潮はどうであったのか

　①　政府の外交思潮

　　　現実主義　攘夷論を煽って討幕を成し遂げた明治政府の為政者　攘

夷は「古来の仁義の道」に背く　万国公法　国民への外交情報開示

　②　国民の外交思潮

　　　近代的政治意識　国際法に対して「道」の教えに従うごとく従順で

あれと明治政府が国民に説く（吉野作造）　自国と外国との国際関係につい

ての省察から生み出された　不平等条約など国際関係の不正常な状態に敏

感

　③　民権派の外交思潮

　　　条約改正を実現し国権を恢復するための国会開設　あるいは共同体

の結束力を培う軍事力・　国力をつけるための国会開設　普通選挙期成同

盟会は三国干渉を契機に結成　普選を要求する理由がこうした外交事由で

あったこと
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(2)�「国家の元気」は対外態度にどう影響するか

　①　征韓論を主張した西郷隆盛　教科書的な理解

　②　不平士族の発刊していた雑誌〜「法律は一公議輿論で決められるべ

きであるのに実際の政治は2、3の有司によって専制的に運営されている。

よって、国会を開設して、立法の大権を人民の手に掌握して、法律を本当

の法律にしなければならない」

　�西郷の考え方　幕府が滅亡したのはひたすら攘夷の戦争を避けるとい

う「無事」の追求に終始したから　現在の政府も同じ　「物好きの討幕」　

維新当時のような国家の元気を取り戻し国家の覆滅を回避する道としての

立憲と征韓

　③�ではなぜ征韓なのか　「御一新之御主意」　武家政権と「私交」を結

んで天皇への朝貢を怠った　名分を正す　「討幕の根元、御一新の基」　国

家の元気を失ってはならない

　④�征韓論　文明開化を肯定しない国に対する侮蔑の念ではなく、みず

から救われるかどうかという感覚　御一新が完成できるかどうかという感

覚で対外侵略がなされようとした点　国内改革と対外侵略を一体のものと

して考える態度　国内改革の必要性への危機感⇒国内政治に問題がある国

には干渉できる、という思考回路が発生する

　⑤�大阪事件1886年5月　大井憲太郎　大朝鮮国　事大党　開化派の独

立党政権樹立　

　日本国内の改革も準備　「我々は国を取るものにあらずして彼の国を強め

てヤル者」「普通の戦争の如く其国に対するのではなく「一部分の紆党に対

する」闘いだから、一時的には混乱が起きて「朝鮮の大不幸なるも我々の

計画より生ずる結果は安寧幸福にある」との確信

　⑥�福澤諭吉「日清の戦争は文野の戦争なり」（1894年7月29日）〜「清

国の如き腐敗政府の下に生れたる其運命の拙なさを自から諦むるの外なか

る可し」

　⑦�吉野作造「露国の敗北は世界平和の基也」（1904年3月）〜「吾人は

文明のために又露国人民の安福のために切に露国の敗北を祈るもの也」⇒

満州国建国、江兆銘政権樹立の正当化の論理と同じ。張学良政権の圧制に

苦しむ東三省のひとびとを救う、蒋介石政権の圧制に苦しむ華北・華中の

ひとびとを救うという図式、
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4.　それぞれの戦争

　(1)　満州事変

　(2)　日中戦争

　(3)　太平洋戦争
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財団法人女性のためのアジア平和国民基金
(アジア女性基金)
ASIAN WOMEN’S FUND

http://www.awf.or.jp
info@awf.or.jp


